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・ 脳卒中-６ 回復期リハビリテーション病棟入院料届出病院病床割合

２．脳卒中【指標６ 回復期リハビリテーション病棟入院料届出病院病床割合】回復期リハビリテーション病棟入院料届出病院病床割合(N=47, 平均=3.7, 標準偏差=2.4)
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・ 「適切なリハビリが受けられるのか」を見るための指標として用いています。

・ 静岡県が最も高く、滋賀県が最も低い結果です。平均値は 3.7、標準偏差は 2.4 です。

・ 地域的な傾向は特に見られません。

■都道府県からの意見■

・回復期リハ病棟病床割合は、対象人口当たりとした方が良いのではないか。
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・ 脳卒中-７ 退院患者平均在院日数

２．脳卒中【指標７ 退院患者平均在院日数】脳血管疾患の退院患者平均在院日数(N=47, 平均=106.1, 標準偏差=31.3)
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・ 「どのくらいで日常生活に戻れるのか」を見るための指標として用いています。

・ 山口県が最も高く、長野県が最も低い結果です。平均値は 106.1、標準偏差は 31.3 です。

・ 地域的な傾向は特に見られません。

■都道府県からの意見■

・「死亡による退院」の割合が多いと、「どれくらいで日常生活に戻れるのか」をみる指標と

はならないのではないか。
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